
　

歯
を
支
え
る
歯
周
組
織（
歯
肉
、歯
根
膜
、歯
槽
骨
）

が
炎
症
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
、
そ
の
機
能
が
障
害
さ

れ
た
病
態
を
歯
周
疾
患
と
呼
び
、
炎
症
が
歯
肉
に
限

局
し
て
い
る
場
合
を
歯
肉
炎
、
炎
症
が
更
に
進
み
歯

根
膜
、歯
槽
骨
ま
で
及
び
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
の
形
成
、歯

槽
骨
の
吸
収
、歯
肉
の
退
縮
・
歯
根
露
出
、歯
の
動
揺

に
至
り
最
終
的
に
は
歯
牙
の
脱
落
を
招
く
病
態
を
歯

周
病
と
言
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
成
人
の
８０
％
が
こ
の
歯
周
疾
患
に
罹
患

し
て
い
る
と
言
わ
れ
ま
す
。歯
周
病
の
病
態
は
、
歯
肉

縁
下
に
存
在
す
る
歯
周
病
細
菌
に
よ
る
細
菌
感
染
で

す
。こ
の
感
染
は
、
殆
ど
慢
性
経
過
を
辿
り
常
時
歯
牙

の
周
囲
に
細
菌
・
膿
な
ど
を
有
す
る
状
態
で
す
。全

歯
牙
の
炎
症
部
の
面
積
を
集
計
す
る
と
、
手
掌
を
広

げ
た
面
積
と
同
じ
に
な
り
ま
す
。言
い
換
え
れ
ば
、
手

の
平
大
の
細
菌
、
膿
の
巣
を
常
時
体
内
に
有
し
て
い

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。そ
し
て
こ
の
炎
症
巣
は
、
細
菌

や
細
菌
構
成
成
分
の
持
続
し
た
供
給
源
と
な
り
、
歯

周
病
細
菌
や
そ
の
産
生
物
（
毒
素
な
ど
）、
或
い
は
炎

症
性
サ
イ
ト
カ
イ
ン
な
ど
が
血
行
を
介
し
て
全
身
を

回
り
遠
隔
臓
器
に
影
響
を
与
え
ま
す
。こ
の
方
面
の

研
究
が
最
近
盛
ん
に
な
り
多
く
の
全
身
の
疾
患
と
歯

周
病
と
の
関
わ
り
が
解
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
代
表
的
疾
患
が
糖
尿
病
で
、
歯
周
病
は
第
６

番
目
の
糖
尿
病
の
合
併
症
と
認
定
さ
れ
ま
し
た
。ま

た
糖
尿
病
の
患
者
さ
ん
は
歯
周
病
に
罹
患
し
や
す

く
、
糖
尿
病
で
な
い
人
の
約　

倍
の
罹
患
率
で
す
。そ

し
て
炎
症
巣
か
ら
持
続
的
に
全
身
に
供
給
さ
れ
る
炎

症
性
サ
イ
ト
カ
イ
ン
が
、
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
抵
抗
性
を

増
加
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
糖
尿
病
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

を
困
難
に
さ
せ
て
い
ま
す
。実
際
歯
周
疾
患
の
治
療

に
よ
り
糖
尿
病
が
改
善
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

他
に
関
与
す
る
全
身
の
疾
患
と
し
て
心
臓
血
管
疾

患
、
細
菌
性
肺
炎
、
感
染
性
心
内
膜
炎
、
低
体
重
児
出

産
・
早
産
な
ど
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
疾
患
と
歯

周
病
と
の
関
係
は
、概
ね
糖
尿
病
と
同
じ
で
す
。

　

ま
た
歯
周
病
や
虫
歯
で
歯
牙
欠
損
と
な
り
充
分
に

噛
め
な
い
状
態
は
、
認
知
症
に
進
み
や
す
い
と
の
報

告
も
有
り
、
“咀
嚼
は
脳
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
だ
”
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

歯
牙
、口
腔
を
充
分
ケ
ア
し
、一
生
自
分
の
歯
で
美

味
し
く
食
事
を
楽
し
む
こ
と
は
、
健
康
に
も
繋
が
り

大
変
幸
せ
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

８０
ー

２０
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
！

（
８０
ー

２０
運
動 ⇒

 

８０
歳
で
２０
本
の
歯
を
残
す
運
動
、市

長
さ
ん
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
す
）

理　　念

患者中心の医療
良質な医療の提供
大垣市民病院臨床研修の理念

◎社会人としての規律を守り、医師として思
　いやりのある人格を涵養する。
◎プライマリ・ケアに必要な幅広い診療能力
　を修得する。
◎チーム医療の一員として、安全・安心・満足
　の得られる患者中心の良質な全人的医療
　を実践する。

　当院は、臨床研修病院に指定されており、
次世代の医師育成のため、上級医の指導の
もと研修医の臨床研修及び学生の臨床実
習を行っています。

（滋賀県　西明寺）

診
療
部

専
門
医
が
教
え
る
家
庭
の
医
学

長
縄　

吉
幸

歯
科
口
腔
外
科 歯　肉

歯槽骨

歯根膜

歯
周
病
と

歯
周
病
と

　

全
身
の
病
気
に
つ
い
て

　

全
身
の
病
気
に
つ
い
て

歯
周
病
と

歯
周
病
と

　

全
身
の
病
気
に
つ
い
て

　

全
身
の
病
気
に
つ
い
て

歯
周
病
と

　

全
身
の
病
気
に
つ
い
て

２.５
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四季の風 第３６号

4月

5月

6月

7月

9月

１０月

１１月

１２月

2月

電子カルテ操作訓練

注射・輸液管理Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

心肺蘇生術の訓練

スキンケア

口腔・気管吸引の方法

エンゼルメイク

看護研究発表会参加

業務多重課題への取り組み

医療安全管理研修

人工呼吸器装着患者管理

看護研究発表会参加

　
『
地
域
連
携
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
』と
は
、
あ
る
疾
患
に
必
要

な
処
置
や
検
査
な
ど
治
療
計
画
を
地
域
の
連
携
先
医
療
機

関
（
か
か
り
つ
け
医
）
と
共
有
し
、
連
携

を
図
る
こ
と
で
、
切
れ
目
の
な
い
医
療

を
提
供
す
る
仕
組
み
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
よ
ろ
ず
相
談
セ
ン
タ
ー

（
内
線 

６
２
２
３
）に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

髙
木　

悦
子

看
護
部

　

看
護
部
で
は
、
毎
年
５０
名
程
の
新
規
採
用
者

を
迎
え
入
れ
、
看
護
部
の
理
念「
安
心
と
満
足
に

つ
な
が
る
温
か
な
看
護
の
提
供
」
を
教
育
し
な

が
ら
、
看
護
部
の
仲
間
を
増
や
し
て
い
ま
す
。看

護
部
職
員
は
、外
来
・
病
棟
・
手
術
室
な
ど
様
々

な
場
所
で
、
診
療
や
入
院
生
活
の
介
助
な
ど
を

通
し
て
看
護
の
提
供
を
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
高
度
化
・
専
門
分
化
が
進
む
医
療
現

場
に
対
し
て
、
日
本
看
護
協
会
で
は
、
特
定
の
看

護
分
野
に
お
い
て
熟
練
し
た
技
術
と
知
識
で
質

の
高
い
看
護
実
践
が
で
き
、
看
護
ケ
ア
の
向
上

を
図
る
た
め
に
、
認
定
看
護
師
の
育
成
を
し
て

い
ま
す
。

　

当
院
で
は
、
皮
膚
排
泄
ケ
ア
・
感
染
管
理
・

救
急
看
護
・
新
生
児
集
中
ケ
ア
・
緩
和
ケ
ア
・

認
知
症
看
護
・
が
ん
化
学
療
法
・
糖
尿
病
看
護
・

重
症
集
中
看
護
分
野
に
１１
名
の
認
定
看
護
師
が

い
ま
す
。専
門
的
な
相
談
を
希
望
さ
れ
た
い
時

は
、看
護
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
今
年
の
５
月
か
ら
、
一
階
の
中
央
廊
下

に「
人
と
看
護
が
大
好
き
で
す
」を
テ
ー
マ
に
し

た
看
護
部
掲
示
板
を
設
け
、
新
人
看
護
師
の
研

修
と
活
動
紹
介
や
認
定
看
護
師
の
紹
介
な
ど
を

掲
示
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

看護部看護部看護部看護部看護部看
護
部
の
紹
介

看
護
部
の
紹
介

看
護
部
の
紹
介 看護部の理念看護部の理念看護部の理念看護部の理念看護部の理念

安心と満足につながる
温かな看護の提供

受付

地域連携クリニカルパスの流れ
対象となる患者さんには、退院が近くなりましたら、
主治医から地域連携クリニカルパスについてご紹介
いたします。

よろず相談センター地域連携担当の看護師が地域連携
クリニカルパスについて詳しい説明をいたします。
連携するかかりつけ医にもご連絡し、承諾を得ます。

退院後、かかりつけ医や大垣市民病院へ受診する際は、
必ず地域連携クリニカルパスの用紙をご持参くださ
い。受診の際に、医師が必要事項を書き込みます。連携
するかかりつけ医には、検査や診察の結果を送ります。

採
血
練
習

看
護
部
掲
示
板

新採用者研修内容

運用中のクリニカルパス運用中のクリニカルパス
・糖尿病
・喘息
・脳卒中
・急性心筋梗塞
・肝炎
・肝硬変
・大腿骨近位部骨折

・肺がん
・胃がん
・大腸がん
・肝臓がん
・乳がん
・前立腺がん
・緩和ケア

地
域
連
携

地
域
連
携

地
域
連
携

ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
に
つ
い
て

ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
に
つ
い
て

ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
に
つ
い
て



四季の風 第３６号

災害時に
備えて

　

３
月
１１
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

は
、
東
北
地
方
に
未
曾
有
の
被
害
を
も
た

ら
し
、
今
後
東
海
地
区
に
も
大
震
災
が
起

こ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
家
庭
で
も
こ
れ
ま
で
の
被

災
の
教
訓
を
生
か
し
、
非
常
食
品
の
見
直

し
を
行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

① 

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
栄
養
摂
取

　

 

が
大
切
で
す

　

被
災
物
資
は
お
に
ぎ
り
や
パ
ン
、
カ
ッ

プ
麺
な
ど
の
炭
水
化
物
の
食
品
が
主
で
あ

り
、
肉
や
魚（
た
ん
ぱ
く
質
）、
野
菜（
ビ
タ

ミ
ン
、ミ
ネ
ラ
ル
）な
ど
の
生
鮮
食
品
が
届

く
こ
と
は
少
な
く
、
偏
っ
た
食
事
が
長
期

間
続
く
と
、
た
ん
ぱ
く
質
、
ビ
タ
ミ
ン
B１
、

B２
、
C
、
鉄
分
が
不
足
し
、
食
欲
不
振
、
脚

気
、
口
内
炎
、
貧
血
、
風
邪
を
ひ
き
や
す
い

等
の
症
状
が
で
て
き
ま
す
。主
食
と
な
る

乾
パ
ン
や
ビ
ス
ケ
ッ
ト
だ
け
で
な
く
、
た

ん
ぱ
く
質
を
多
く
含
む
魚
や
肉
の
缶
詰
を

そ
ろ
え
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

② 

水
分
不
足
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

水
分
を
控
え
る
と
、
脱
水
、
心
筋
梗
塞
、

脳
梗
塞
、
低
体
温(

夏
季
は
熱
中
症)

、
便

秘
、
エ
コ
ノ
ミ
ー
症
候
群
等
に
な
り
や
す

く
な
り
ま
す
。水
分
の
少
な
い
食
品
を
と

る
こ
と
が
多
い
た
め
、
飲
料
水
は
１
人

１
日
２
〜
３
ℓ
は
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

③ 

備
え
て
お
く
と
よ
い
食
品

　

災
害
時
で
は
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
の
復

旧
に
１
週
間
以
上
か
か
る
地
域
も
あ
る
た

め
、
非
常
食
品
は
３
〜
７
日
分
用
意
す
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

食
べ
慣
れ
て
い
る
も
の
や
お
気
に
入
り

の
も
の
も
用
意
し
て
お
く
と
良
い
で
す
。

ま
た
、
ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
が
含
ま
れ

て
い
る
栄
養
ド
リ
ン
ク
や
栄
養
補
助
食

品(

バ
ー
タ
イ
プ
、
ゼ
リ
ー
タ
イ
プ
、
ク

ッ
キ
ー
タ
イ
プ

な
ど

)

を
非
常

食
と
し
て
利
用

し
て
も
良
い
で

し
ょ
う
。万
が
一

に
備
え
、
定
期
的

に
非
常
食
品
の

賞
味
期
限
の
確

認
を
行
い
、
新
し

い
も
の
と
入
れ

替
え
ま
し
ょ
う
。

薬剤部Vol.34

ととっってておおききののとっておきの

ののはなしはなしのはなし
薬薬薬

　
う
つ　
の
薬
に

つ
い
て
知
ろ
う

三
環
系
抗
う
つ
薬

ト
リ
プ
タ
ノ
ー
ル
、ト
フ
ラ
ニ
ー
ル

　

抗
う
つ
薬
は
、
憂
う
つ

な
気
分
や
不
安
感
を
や
わ

ら
げ
、
気
持
ち
が
前
向
き

に
な
る
の
を
助
け
ま
す
。

　

薬
の
種
類
や
増
量
ペ
ー

ス
に
も
よ
り
ま
す
が
、
症

状
が
良
く
な
っ
て
く
る
の

は
飲
み
始
め
か
ら
１
〜
３

週
間
後
に
な
り
ま
す
。は

じ
め
に
、
憂
う
つ
感
が
軽

く
な
り
、
し
だ
い
に
意
欲

が
で
て
き
て
、
不
眠
も
少

し
ず
つ
解
消
さ
れ
て
く
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
抗
う
つ
薬
を

急
に
中
止
す
る
と
反
発
的

な
症
状
が
で
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。め
ま
い
、
吐
き

気
、
震
え
、
不
眠
、
不
安
感

と
い
っ
た
症
状
で
す
。自

分
だ
け
の
判
断
で
止
め
な

い
で
、
医
師
の
指
示
の
も

と
徐
々
に
減
量
す
る
よ
う

に
す
れ
ば
大
丈
夫
で
す
。

指
示
さ
れ
た
期
間
、
根
気

よ
く
飲
み
続
け
ま
し
ょ
う
。

　

古
く
か
ら
あ
る
抗
う
つ
薬
で
す
。よ
い

効
果
が
期
待
で
き
ま
す
が
、
口
の
渇
き
や

便
秘
な
ど
の
副
作
用
が
で
や
す
い
の
が
欠

点
で
す
。ま
た
、
効
い
て
く
る
ま
で
少
し

時
間
が
か
か
り
ま
す
。う
つ
病
の
ほ
か
、

パ
ニ
ッ
ク
障
害
、
夜
尿
症
、
神
経
痛
の
治

療
に
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

ス
ル
ピ
リ
ド

ド
グ
マ
チ
ー
ル

　

比
較
的
軽
い
う
つ
症
状
に
使
わ
れ
て
い

ま
す
。食
欲
不
振
や
吐
き
気
が
あ
る
と
き
に

も
向
い
て
い
ま
す
。量
を
多
め
に
す
る
と
、

気
持
ち
を
安
定
さ
せ
た
り
妄
想
を
お
さ
え

る
作
用
も
で
て
き
ま
す
。逆
に
少
量
を
胃
腸

薬
と
し
て
用
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

抗
不
安
薬

デ
パ
ス
、コ
ン
ス
タ
ン
、リ
ー
ゼ
な
ど

　

抗
う
つ
薬
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
不
安
や

緊
張
感
が
強
い
と
き
に
適
応
し
ま
す
。デ
パ

ス
や
コ
ン
ス
タ
ン
は
、
抗
不
安
作
用
の
ほ
か

弱
い
抗
う
つ
作
用
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
ま

す
。眠
れ
な
い
と
き
に
も
用
い
ま
す
。

ト
リ
ア
ゾ
ロ
ピ
リ
ジ
ン
系

デ
ジ
レ
ル

　

比
較
的
新
し
い
抗
う
つ
薬
で
す
。精
神
賦

活
作
用
と
と
も
に
抗
不
安
作
用
も
持
ち
合

わ
せ
て
い
ま
す
。し
た
が
っ
て
、
不
安
感
を

と
も
な
う
比
較
的
軽
い
う
つ
状
態
に
適
し

て
い
ま
す
。口
の
渇
き
や
便
秘
の
副
作
用
も

か
な
り
軽
減
さ
れ
て
い
ま
す
。

選
択
的
セ
ロ
ト
ニ
ン
再
取
り
込
み

阻
害
薬
（
S
S
R
I
）

ル
ボ
ッ
ク
ス
、パ
キ
シ
ル
、ジ
ェ
イ
ゾ
ロ
フ
ト

　

う
つ
病
の
ほ
か
、
ル
ボ
ッ
ク
ス
は
強
迫

性
障
害
や
社
会
不
安
障
害
、
パ
キ
シ
ル
は

パ
ニ
ッ
ク
障
害
な
ど
に
も
使
わ
れ
ま
す
。セ

ロ
ト
ニ
ン
系
の
神
経
に
だ
け
選
択
的
に
働

く
の
が
特
徴
で
、
従
来
の
薬
に
多
く
み
ら
れ

る
口
の
渇
き
や
便
秘
な
ど
の
副
作
用
が
軽

減
さ
れ
て
い
ま
す
。飲
み
始
め
の
吐
き
気
や

下
痢
は
、
２
週
間
く
ら
い
で
軽
減
さ
れ
る
で

し
ょ
う
。

セ
ロ
ト
ニ
ン
・
ノ
ル
ア
ド
レ
ナ
リ
ン

再
取
り
込
み
阻
害
薬
（
S
N
R
I
）

ト
レ
ド
ミ
ン
、サ
イ
ン
バ
ル
タ

　

セ
ロ
ト
ニ
ン
と
ノ
ル
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
の

再
取
り
込
み
を
阻
害
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ら

の
脳
内
濃
度
を
増
加
さ
せ
ま
す
。Ｓ
Ｎ
Ｒ
Ｉ

は
、Ｓ
Ｓ
Ｒ
Ｉ
よ
り
も
抗
う
つ
作
用
が
強

く
、
効
き
始
め
が
早
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。こ
れ
は
、セ
ロ
ト
ニ
ン
系
の
ほ
か
、ノ
ル

ア
ド
レ
ナ
リ
ン
系
の
神
経
に
も
働
く
た
め

で
す
。ま
た
、
こ
れ
ら
の
神
経
に
選
択
的
に

作
用
す
る
の
で
、
口
の
渇
き
な
ど
抗
コ
リ
ン

作
用
に
基
づ
く
副
作
用
が
少
な
い
の
も
利

点
で
す
。Ｓ
Ｓ
Ｒ
Ｉ
に
み
ら
れ
る
飲
み
始
め

の
吐
き
気
も
や
や
少
な
い
よ
う
で
す
。一
方

で
、頭
痛
や
動
悸
、血
圧
上
昇
、尿
が
出
に
く

い
な
ど
特
異
な
症
状
が
現
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。 

　

“
う
つ
”
の
発
現
に
は
、
脳
内
の
神
経
伝

達
物
質「
ノ
ル
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
」と「
セ
ロ
ト

ニ
ン
」
の
関
与
が
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｓ
Ｓ
Ｒ
Ｉ
は
、
セ
ロ
ト
ニ
ン
の
神
経
細
胞
内

へ
の
取
り
込
み
を
抑
え
、
そ
の
遊
離
量
を
増

や
し
ま
す
。Ｓ
Ｎ
Ｒ
Ｉ
は
、
セ
ロ
ト
ニ
ン
と

ノ
ル
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
両
方
の
遊
離
量
を
増

や
し
ま
す
。ノ
ル
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
の
増
加

は”

意
欲
”
を
高
め
、
セ
ロ
ト
ニ
ン
の
増

加
は
不
安
感
を
や
わ
ら
げ”

気
分
”
を
楽
に

し
ま
す
。

薬
効
別
シ
リ
ー
ズ

　

１
食
の
目
安

　

お
か
ず

　

１
〜
２
品

肉
類
や
魚
類
の
缶
詰
、豆
類
や

野
菜
の
お
か
ず
缶
な
ど

　

飲
み
物

果
物
ジ
ュ
ー
ス
、

野
菜
ジ
ュ
ー
ス
な
ど

　

主　

食

米
、パ
ン
、ク
ラ
ッ
カ
ー
な
ど



四季の風 第３６号

WC

WC

EV EV

EV

EV

ライナック
（第1放射線治療室） ライナック

放射線科

超音波検査室

超音波検査室

（第2放射線治療室）

（MRI）

放射線科

（CR）

放射線科

薬剤部

（CT）

放射線科

（X 線透視）

WC

WC

WC

WC

待合

中庭

待合

理容
室サンクン

ガーデン

正面玄関北

南

西 東

【地階】

「四季の風」36号をお届けしました。次回は1月1日に発行予定です。

救命救急センターの増改築にともなう工事のため、
大変ご迷惑をおかけいたしております。
ご理解とご協力のほど、よろしくお願いいたします。

当院は敷地内全面禁煙です。ご理解、ご協力ください。

○応　募　資　格／ 採用時満55歳までの方（准看護師は45歳までの方）

○勤　務　体　制／ 外来または病棟勤務

○申　し　込　み／ 看護師または准看護師免許証の写しと履歴書
（写真添付）を大垣市民病院庶務課へ郵送また
はご持参ください。

○問い合わせ先／

※応募資格・勤務時間等の詳細な内容については、当院ホームページまたは上記の
　問い合わせ先までお尋ねください。
　採用者には、一定期間研修を行いますので、安心して働くことができます。
　たくさんのご応募おまちしております。

〒503-8502
大垣市民病院　庶務課　
☎0584-81-3341 内線6132・6133

大垣市南頬町4丁目86番地

○選　考　方　法／ 書類選考および面接＊面接日などは後日連絡

正職員：看護師または准看護師免許取得者
パート：看護師または准看護師免許取得者

〒503-8502
大垣市民病院広報誌編集委員会

TEL（0584）81-3341
http://www.omh.ogaki.gifu.jp/
（電話でのお問い合わせについては、お間違いのないようお願いします）

FAX（0584）75-5715
大垣市南頬町4丁目86番地「四季の風」では、今後とも多くの皆さまの声をお聞きしながら、読みやすい

 紙面づくりを目指してまいります。
　ご意見、ご要望がございましたらお気軽にお寄せください。

編 集
後 記
編 集
後 記

看護師 保育所完備随 時 募 集 （正職員・パート） ご意見箱

工事のお知らせ

　ご意見箱は、正面玄関、南玄関廊下西、及び
各病棟に設置してあります。お気づきの点は、
どんな些細なことでも結構です。なお、連絡先
を記入された方には、必ずご意見に対するご
回答をさせて頂きます。

　3つの講座については、事前の予約は必要がなく、どな
たでも無料で参加いただけますので、多数のご参加をお待
ちしております。

テ　ー　マ：「介護保険で利用できる
　　　施設について知ろう！」

日　　　時：平成23年10月27日（木）
　　　　　　　　午後4時～午後5時
場　　　所：3病棟2階　デイルーム
問い合わせ先：よろず相談センター
　　　　　　内線6220

施設にはどんな種類や特徴があるのか詳しく説明します

演　　　題：「認知症の診断と治療」

演　　　題：「血液のはなし
　　　　　　～貧血・がん・白血病～」

神経内科部長　青木　真一郎

血液内科医長　小杉　浩史

日　　　時：平成23年10月17日（月）
　　　　　　　　午後2時～午後3時

日　　　時：平成23年11月14日（月）
　　　　　　　　午後2時～午後3時

場　　　所：管理棟5階　講堂

問い合わせ先：診療検査科

　　　　　　内線1391

市民公開講座
演　　　題：「あ～勘違い？糖尿病治療の意外な落とし穴」

糖尿病腎臓内科部長　傍島　裕司

日　　　時：平成23年10月20日（木）午後4時～午後5時
場　　　所：管理棟5階　講堂
問い合わせ先：糖尿病腎臓内科　内線2111

糖尿病公開講演会

よろず相談センター出前講座

ご
意
見
箱

　介護が必要な方のオムツ交換が出来るベッド（収納式）付多目的トイレが、１病棟地下西の放射線治療室にあります。
ご利用ください。

介護が必要な方のオムツ交換ができるトイレ

お知ら
せ


